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こ
の

『斉
民
要
術
』
の
邦
文
新
訳
を
紹
介
す
る
前

に
、
『斉
民
要

術
』
が
ど
の
よ
う
な
書
物
で
あ
る
か
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お
き
た

い
。古

来
、
中
国
で
は
多
く
の
農
書
が
編
纂
さ
れ
て
き
た
。
す
で
に
紀

元
前
三
世
紀
の
戦
国
時
代
に
は
、
い
く
つ
か
の
農
書
が
著
さ
れ
、
以

後
、
近
世
の
清
朝
に
至
る
ま
で
、
農
書
編
纂
の
伝
統
は
絶
え
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
っ
た
。
中
国
農
書
の
研
究
に
生
涯
を
費
や
し
た
北
京

農
業
大
学
の
王
硫
瑚
教
授
の
調
査
に
よ
る
と
、　
一
九
世
紀
半
ば
の
ア

ヘ
ン
戦
争
以
前

（中
国
史
の
時
代
区
分
で
は
、
こ
れ
を

「古
代
」
と
称

し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
前
近
代
に
相
当
）
ま
で
に
著
さ
れ
た
農
書
の
数

は
五
百
余
種
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
農
書
は
、
編
纂
の
形
態

に
よ
っ
て

「官
撰
農
書
」
と

「私
撰
農
書
」
に
、
ま
た
内
容
に
よ
っ

渡

部

て

「総
合
農
書
」
と

「専
業
農
書
」
に
そ
れ
ぞ
れ
区
分
さ
れ
る
。
も

し
中
国
歴
代
農
書
の
う
ち
で
、
内
容
が
優
れ
、
後
世
ま
で
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
を
特
に
挙
げ
よ
と
問
わ
れ
た
な
ら
ば
、
私
は

躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
六
世
紀
初
頭
北
魏

（後
魏
と
も
い
う
）
王
朝

末
期
の
頁
思
肌
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
私
撰
総
合
農
書

『斉
民
要
術
』

を
推
奨
す
る
。

『斉
民
要
術
』
以
後
に
も
優
れ
た
農
書
は
い
く
つ
も
あ
る
。
た
と

え
ば
元
朝
時
代
の

『農
桑
輯
要
』
や

『王
禎
農
書
』
、
明
代
の
徐
光

啓
の

『農
政
全
書
』
、
清
代
の

『授
時
通
考
』
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

総
合
農
書
の
雄
篇
で
あ
る
が
、
時
代
背
景
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら

ば
、
買
思
肥
の

『斉
民
要
術
』
の
執
筆
の
労
苦
は
筆
舌
に
尽
く
し
難

く
、
前
述
の
農
書
の
著
者
た
ち
の
比
で
は
な
か
っ
た
。

田
中
静

一

小
島
麗
逸
編
訳

『斉
民
要
術
―
‐
現
存
す
る
最
古
の
料
理
青
―
己

太
田
泰
弘

武

′アフ



そ
の
第

一
は
、
賣
思
肥
が
生
き
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
は
、
は
な
は

だ
治
安
の
不
安
定
な
時
代
で
あ

っ
た
こ
と
。
当
時
、
華
北
地
方
は
北

方
か
ら
侵
入
し
て
き
た
五
胡
の
一
つ
ト
ル
コ
系
の
遊
牧
民
鮮
卑
族
の

征
服
王
朝
北
魏
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
五
胡
の
侵
入
に
よ

っ

て
、
多
く
の
漢
族
貴
族
た
ち
は
北
方
の
地
を
放
棄
し
、
集
団
で
江
南

地
方
に
移
住
し
、
そ
こ
に
新
た
な
る
門
閥
貴
族
政
権
で
あ
る
南
朝
を

築
い
て
い
っ
た
。
北
魏
王
朝
は
後
世
の
モ
ン
ゴ
ル
族
の
元
朝
と
異
な

り
、
漢
族
知
識
人
を
か
な
り
優
遇
し
、
彼
ら
の
助
け
を
借
り
て
自
己

の
文
化
水
準
を
引
上
げ
る
こ
と
に
努
力
し
た
。
そ
の
た
め
残
留
漢
族

知
識
人
が
活
躍
す
る
余
地
が
あ

っ
た
。
賣
思
肥
の
祖
先
も
残
留
漢
族

で
、
賣
思
肥
自
身
が
山
東
の

一
地
方
長
官

盆
局
陽
太
守
、
高
陽
は
現

在
の
潤
博
市
臨
潤
区
）
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
た
ぶ
ん
中
流
ク

ラ
ス
の
家
柄
で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
が
地
方
官
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
こ
ろ
、
北
魏
は
内
部
抗
争
に
よ

っ
て
東
西
に
分
裂
寸
前
の

状
態
に
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
当
時
の
世
相
は
騒
然
と
し
て
い
て
、
人

び
と
は
安
穏
と
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
に
な
り

つ
つ

あ

っ
た
。

そ
の
第
二
は
、
賣
思
組
の
活
躍
し
た
時
代
は
、
書
写
材
料
が
木
簡

や
竹
簡
か
ら
紙
の
時
代
に
変

っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
本
版
技
術
に
よ

る
出
版
文
化
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
書
物
を
筆
で
抄
写
す
る
写
本
の

時
代
で
あ

っ
た
。
『斉
民
要
術
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
は
、
賣

思
肥
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
記
録
の
ほ
か
に
、
お
び
た
だ
し
い
数

に
の
ぼ
る
書
物
か
ら
の
引
用
記
事
が
含
ま
れ
、
民
国
時
代
の
胡
立
初

の
調
査
に
よ
る
と
、
経

・
史

。
子

・
集
各
分
野
か
ら
の
引
用
書
籍
数

は
、　
一
八
〇
余
種
に
お
よ
ぶ
と
の
こ
と
で
あ
る

（「斉
民
要
術
引
用
書

目
考
証
」、
『斉
魯
大
学
国
学
彙
編
』
第
二
期
、　
一
九
二
四
年
）。
も
ち
ろ

ん
、
賣
思
肥
自
身
も
座
右
に
多
く
の
書
籍
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
多
く
は
知
友
が
蔵
す
る
書
物
を
拝
借
し
、
寸
暇
を

惜
し
ん
で
抄
録
に
努
め
た
に
違
い
な
い
。
今
日
の
よ
う
に
コ
ピ
ー
機

器
が
発
達
し
た
時
代
に
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
に
は
、
想
像
を
絶
す

る
努
力
を
は
ら
っ
て
、
彼
は

『斉
民
要
術
』
を
執
筆
し
た
の
で
あ

２つ
。こ

の

『斉
民
要
術
』
が
中
国
に
お
い
て
今
日
ま
で
読
み
継
が
れ
て

き
た
最
大
の
理
由
は
、
農
業
技
術
書
と
し
て
実
用
性
が
き
わ
め
て
高

い
と
い
う
理
由
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ

一
種
の
百

科
事
典
と
し
て
の
需
要
が
多
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
国

で
は

『北
堂
書
抄
』
『芸
文
類
衆
』
お
よ
び

『太
平
御
覧
』
な
ど
で

代
表
さ
れ
る
百
科
事
典
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
は

「類
書
」
と

称
さ
れ
る
範
疇
に
属
し
、
事
物
の
出
典
や
有
職
故
事
を
調
べ
た
り
、

詩
文
を
著
す
際
の
工
具
書
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
「斉
民
要
術
』
全
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一
〇
巻
は
、
そ
の
内
容
構
成
か
ら
概
観
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

原
序

雑
説

（後
世
の
人
に
よ
る
補
）

巻

一

（耕
作
に
関
す
る
総
説
）

巻
二

（禾
穀
類
栽
培
）

巻
三

（疏
菜
類
栽
培
）

巻
四

（果
樹
類
栽
培
）

巻
五

（樹
木
類
栽
培
）

巻
六

（畜
産
類
）

巻
七

（麹
造
り
や
酒
な
ど
の
醸
造
）

巻
八

（醸
造

。
調
味
加
工
・
調
理
）

巻
九

（調
理
・
穀
食

・
肉
や
疏
菜
の
貯
蔵
加
工
。
家
政
な
ど
）

巻

一
〇

（黄
河
流
域
に
産
し
な
い
南
方
の
植
物
や
果
物
な
ど
）

こ
れ
ら
の
各
巻
ご
と
の
内
容
を
通
覧
し
て
み
て
分
か
る
よ
う
に
、

『斉
民
要
術
』
は
全
体
で

一
種
の
生
活
百
科
事
典
も
し
く
は
博
物
学

書
、　
つ
ま
り

「類
書
」
に
似
た
性
格
を
明
ら
か
に
具
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
知
識
の
源
泉
と
し
て
の

『斉
民
要
術
』
の
特
色
が
、
本
書

の
寿
命
を
長
ら
え
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
半
面

『斉
民
要
術
』
は
経
学
の
書
物
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
本
文
の
厳

密
な
伝
承
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
、
後
世
の
抄
本
や
版
本
な
ど
の
各
種

テ
キ
ス
ト
間
に
多
く
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
古
く
か
ら
専
門

家
の
間
で
も
、
と
て
も

一
筋
縄
で
読
解
で
き
る
書
物
で
は
な
い
と
敬

遠
さ
れ
、
そ
の
本
格
的
な
校
釈
と
読
解
が
二
〇
世
紀
ま
で
持
ち
越
さ

れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

農
書

『斉
民
要
術
』
を
正
確
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
著
者

の
賣
思
肥
が
体
験
し
た
農
業

↑
」
と
に
華
北
の
乾
地
農
法
）
の
実

際
、
各
種
の
栽
培
作
物
の
特
色
、
畜
産
加
工
技
術
、
酒
や
醤
類
の
醸

造
技
術
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
の
科
学
技
術
史
文
献
、

た
と
え
ば
明
代
の
有
名
な

『天
工
開
物
』
な
ど
に
も
当
て
は
ま
る
こ

と
で
あ
る
が
、
栽
培
作
物

・
冶
金

。
製
陶
方
面
な
ど
の
生
業
の
実
際

に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
種
の
文
献
解
読
に
計
り
知
れ
な
い

威
力
を
発
揮
す
る
。

は
じ
め
て

『斉
民
要
術
』
の
全
通
釈

翁
斉
民
要
術
今
釈
』
全
四

冊
、
科
学
出
版
社
、　
一
九
五
七
～
五
八
年
）
を
完
成
し
た
西
北
農
学
院

（現
在
は
西
北
農
業
大
学
と
改
称
）
の
石
声
漢
教
授
は
、
植
物
生
理
学

を
専
門
と
す
る
生
物
学
者
で
あ
る
。　
一
九
八
七
年
の
夏
に
、
私
は
陳

西
省
楊
陵
の
当
大
学
の
古
農
学
研
究
室
を
訪
れ
、
石
氏
の
書
き
込
み

の
あ
る
い
く
つ
か
の
農
書
版
本
を
拝
見
し
た
こ
と
が
あ
る
。
文
節
ご

と
に
通
し
番
号
を
付
し
、
版
本
の
余
白
に
は
毛
筆
の
細
字
で
び

っ
し
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り
と
校
注
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
の
校
注
中
に
は

生
物
学
関
係
の
記
事
も
多
く
見
ら
れ
た
。
石
氏
の

『斉
民
要
術
今

釈
』
は
、　
一
貫
し
て
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
堅
持
し
て
お
り
、
い
か
に
も

科
学
者
ら
し
い
校
釈
態
度
で
あ
る
。
石
氏
が
西
北
農
学
院
に
赴
任
し

た
の
は
、
古
農
学
研
究
室
を
開
設
す
る
た
め
で
、
こ
の
研
究
室
の
最

大
の
目
的
は
、
農
書
な
ど
の
伝
統
的
農
学
遺
産
を
現
代
に
ど
う
生
か

し
て
い
く
か
に
あ

っ
た
。
そ
し
て
着
目
し
た
の
が

「斉
民
要
術
』
の

研
究
で
あ

っ
た
。
本
書
を
選
択
し
た
理
由
は
、
研
究
室
の
所
在
し
て

い
る
陳
西
関
中
盆
地
が
、
伝
統
的
な
乾
地
農
法

（ド
ラ
イ
フ
ァ
ー
ミ

ン
グ
、
中
国
語
で
は
早
地
農
法
）
が
ひ
ろ
く
行
な
わ
れ
て
き
た
地
域
で

あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
石
氏
は
現
場
か
ら
学
ぼ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

ま
た
石
氏
と
同
じ
時
期
に
、
巻

一
〇
を
除
く
全
文
の
詳
注
訳

『校

訂
訳
註
斉
民
要
術
』
（全
二
冊
、
農
業
総
合
研
究
所
、　
一
九
五
七

・
五
九

年
。　
一
九
六
九
年
に
合
冊
本
で
ア
ジ
ア
経
済
出
版
会
よ
り
再
版
）
を
執

筆
刊
行
し
た
西
山
武

一
・
熊
代
幸
雄
の
両
氏
は
、
東
京
帝
国
大
学
農

学
部
農
業
経
済
学
科
を
卒
業
し
、
戦
前
に
北
京
大
学
農
学
院
の
中
国

農
村
経
済
研
究
所
で
、
乾
地
農
法
の
実
際
を
観
察
し
な
が
ら

『斉
民

要
術
』
の
輪
読
会
を
主
催
し
た
経
歴
を
有
す
る
。
そ
の
頃
の
こ
と
を

回
顧
し
た
、
以
下
に
示
す
輪
読
会
の
メ
ン
バ
ー
渡
辺
兵
力
氏
の
言
葉

は
き
わ
め
て
含
蓄
が
深
い
。

北
京
時
代
の
約
二
年
間
は
、
私
は

『要
術
』
と
現
場
と
の
あ
い
だ

を
右
往
左
往
し
て
い
た
。
そ
し
て

『要
術
』
を
読
ん
だ
だ
け
で
は

判
ら
な
い
、
正
確
に
い
え
ば
気
付
か
な
い
、
早
地
農
法
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
の
い
く

つ
か
を
、
千
家
荘
の
農
民
た
ち
か
ら
教
わ
っ

た
。
現
地
の
人
々
が
、
「調
べ
る
対
象
」
で
あ
る
と
共
に
、
「教
わ

る
対
象
」
で
あ
る
こ
と
を
、
自
然
、
経
験
的
に
知

っ
た
わ
け
で
あ

る
。
社
会

。
応
用
科
学
の
研
究
と
い
う
も
の
は
、
書
物

・
文
献
に

よ
る
勉
強
だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
そ
の
分
野
の
学
問
的
レ
ベ
ル

を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
現
場
に
お

け
る
事
実
か
ら
学
び
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
現
場
的

事
実
を
如
何
に

一
般
化
す
る
か
、
こ
の
こ
と
こ
そ
、
学
問
研
究
で

あ
る
。
つ
水
日
抄
―
―
西
山
武

一
自
伝
―
―
』
同
刊
行
会
刊
、　
一
九

八
七
年
）

こ
の
実
体
験
に
も
と
づ
く
感
慨
は
、
西
山

・
熊
代
両
氏
に
と
っ
て

も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
『斉
民
要
術
』
の
い
ず
れ
の
翻
訳
者
も
、

書
斎
学
派
の
漢
学
研
究
者
で
は
な
く
、
農
業
の
実
際
を
農
民
か
ら
学

ぼ
う
と
し
た
科
学
者
の
眼
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

石
声
漢
お
よ
び
西
山
ｏ熊
代
の
両
訳
注
書
は
、
「斉
民
要
術
』
研
究

の
二
つ
の
巨
峰
で
あ
る
と
称
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。
か
な
り
専
門
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的
な
予
備
知
識
を
積
ん
だ
研
究
者
に
と
っ
て
、
両
書
は
汲
め
ど
も
尽

き
ぬ
知
の
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
面
の
予
備
知

識
が
な
い
読
者
に
と
っ
て
は
、
両
書
は
き
わ
め
て
難
解
で
馴
染
み
に

く
い
か
も
し
れ
な
い
。
学
問
研
究
は
日
進
月
歩
し
て
お
り
、
両
訳
注

書
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
ち
か
く
経

っ
た
今
日
、
『斉
民
要

術
』
の
個
々
の
内
容
に
関
す
る
研
究
論
文
が
多
く
報
告
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ま
た
最
も
信
頼
の
お
け
る
校
訂
テ
キ
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
、

新
訳
刊
行
の
気
運
と
条
件
が
し
だ
い
に
整

っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
後

者
の
校
訂
テ
キ
ス
ト

『斉
民
要
術
校
釈
』
（膠
啓
愉
校
釈
・
膠
桂
龍
参

校
、
農
業
出
版
社
、
北
京
、　
一
九
八
二
年
、
Ａ
５
判
、
全
八
七
〇
頁
）

は
、
各
抄
本

・
版
本
テ
キ
ス
ト
間
の
文
字
の
異
同
校
訂
、
難
解
な
語

彙
に
つ
い
て
の
注
釈
が
綿
密
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
巻
末
の
附
録

「宋
以
来
斉
民
要
術
校
勘
始
末
述
評
」
ズ
斉
民
要
術
》
主
要
版
本
的

流
伝
」
「本
書
引
用
古
文
献
書
目
」
を
熟
読
玩
味
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
『斉
民
要
術
』
の
書
誌
学
的
履
歴
を
ほ
ぼ
完
全
に
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
本
題
の

「斉
民
要
術
』
の
新
訳
に
つ
い
て
の
紹
介
に
入

る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
新
訳
作
業
の
進
行

に
つ
い
て
は
、
数
年

前
、
旧
知
の
早
稲
田
大
学
の
工
藤
元
男
氏

（中
国
古
代
史
）
か
ら
情

報
を
得
て
い
た
。
翻
訳
の
母
体
と
な
っ
た
の
は
、　
一
九
八
九
年
に
発

足
さ
れ
た

「中
国
古
代
食
文
化
研
究
会
」
で
あ
る
。
こ
の
会
は
、

『中
国
食
経
叢
書
』
や

『中
国
食
物
事
典
』
の
編
著
で
よ
く
知
ら
れ

た
、
中
国
食
文
化
に
造
詣
の
深
い
田
中
静

一
氏
の
提
案
で
結
成
さ
れ

た
。
会
の
代
表
者
は
小
島
麗
逸

（大
東
文
化
大
学
、
中
国
近
現
代
の
経

済
と
技
術
）、
幹
事
は
太
田
泰
弘

（文
教
大
学
、
比
較
食
文
化
論
）、
そ

し
て
メ
ン
バ
ー
は
小
崎
道
雄

（昭
和
女
子
大
学
、
醸
酵
化
学
）
・
佐
藤

達
全

（育
英
短
期
大
学
、
中
国
食
文
化
史
）
・
鴇
田
文
二
郎

（元
東
京
農

業
大
学
、
乳
製
品
研
究
）
ｏ
中
村
埠
八

（駒
沢
大
学
、
中
国
古
代
思
想

史
）
・
西
澤
治
彦

（武
蔵
大
学
、
文
化
人
類
学
）
・
石
毛
直
道

（国
立
民

族
学
博
物
館
、
食
文
化
）
の
諸
氏
で
あ
る
。

田
中
氏
ら
は

『斉
民
要
術
』
新
訳
の
必
要
性
を
、
序
文
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
本
の
最
初
の
邦
訳
本
は

一
九
五
七
～
五
九
年
に
、
当
時
の
農

林
省
農
業
総
合
研
究
所
か
ら

『校
訂
訳
註
斉
民
要
術
』
と
し
て
出

版
さ
れ
、
の
ち
に
、　
一
九
六
九
年
、
同
書
は
ア
ジ
ア
経
済
出
版
会

か
ら
復
刻
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
原
本
が
極
め
て
難
解
な
漢
文

で
書
か
れ
て
お
り
、
か
つ
今
か
ら

一
五
〇
〇
年
も
前
の
も
の
で
あ

る
こ
と
、
風
土
、
産
物
が
異
な
る
こ
と
、
訳
者
の
西
山
武

一
。
熊

代
幸
雄
両
先
生
の
学
術
的
慎
重
さ
な
ど
か
ら
、
訳
書
自
体
が
著
し

く
難
し
く
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
に
は
難
解
な
点
が
多
い
。
そ
れ
で
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も
、
食
文
化
を
論
ず
る
上
で
の
重
要
な
史
料
と
し
て
の
価
値
は
高

ま
る

一
方
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
と
り
わ
け
利
用
度
の
高
い
加
工
調

理
部
門
の
み
を
翻
訳
し
な
お
し
、　
一
般
の
人
々
が
苦
労
せ
ず
に
参

照
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
提
案
が
編
者
か
ら
も
ち
あ
が

っ

た
。

か
く
し
て
中
国
古
代
食
文
化
研
究
会
は
、
活
発
な
研
究
活
動
を
開

始
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
な
こ
と
に
、
こ
の
研
究
は

（財
）味
の
素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
、
順
調
に
成
果
を

あ
げ
て
い
っ
た
。
八
本
の
報
告
論
文
が
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
機
関

誌

『Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
』
（第
二
～

一
〇
号
、　
一
九
九
〇
～
九

一
年
）
に
、

ま
た

一
三
回
に
わ
た
る
日
語
抄
訳
が
光
琳
の

『食
の
科
学
』
（第

一

七
四
～

一
八
六
号
、　
一
九
九
二
～
九
二
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
準
備
と
成
果
を
踏
ま
え
て

一
冊
に
し
た
の
が
本
書
な

の
で
あ
る
。

こ
の
新
訳
は
、
『斉
民
要
術
』
の
前
半
巻
六
の
第
五
七
章

の

一

部
、
お
よ
び
後
半
巻
七
～

一
〇

（第
六
四
～
八
九
章
）
の
ほ
と
ん
ど

全
文
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
熊
代
訳
の
大
半
を
新
た
に

訳
し
直
し
て
お
り
、
し
か
も
熊
代
氏
が
断
念
し
た
巻

一
〇
を
は
じ
め

て
邦
訳
し
た
と
こ
ろ
に
一
大
特
色
が
あ
る
。
通
読
し
終
え
て
、
啓
発

を
蒙
っ
た
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
含
め
て
、

以
下
若
干
の
読
後
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
第

一
に
最
も
深
く
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
乳
製
品
加
工
、
製

麹
、
醤
類
お
よ
び
酒
の
醸
造
な
ど
の
醸
酵
化
学
分
野
の
解
釈
が
、
飛

躍
的
に
水
準
向
上
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
乳
製
品
を
世
界
規
模

で
調
査
し
て
き
た
鴇
田
氏
と
、
微
生
物
化
学

の
分
野
で
豊
富
な

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
実
験
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
き
た
小
崎
氏
の
功

績
に
負

っ
て
い
る
。
『斉
民
要
術
」
に
は
乳
製
品
加
工
技
術
が
微
に

入
り
細
に
入
り
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
詳
し
い
乳
製
品
に
関

す
る
記
述
は
、
後
世
の
中
国
農
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
賣
思
肥

の
任
地
で
あ

っ
た
現
在
の
山
東
地
方
で
も
、
そ
の
よ
う
な
食
文
化
の

伝
統
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
往
昔
の
ト
ル
コ
系
遊
牧
民

鮮
卑
族
に
よ
っ
て
華
北
が
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
、
乳
製
品
は
日
常

ご
く
普
通
に
出
回
っ
て
い
た
。
後
漢
末
魏
晋
時
代
の
士
人
の
逸
事
を

多
く
伝
え
た

『世
説
新
語
』
や
、
北
方
に
強
制
連
行
さ
れ
た
南
朝
士

人
顔
之
推
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

『顔
氏
家
訓
』
を
紐
解
く
と
、
北
方

の

「酪
」
と
南
方
の

「茶
」
の
対
比
が
し
き
り
に
論
じ
ら
れ
て
お

り
、
征
服
王
朝
北
魏
支
配
下
で
遊
牧
民
の
食
習
慣
が
か
な
り

一
般
に

浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で

『斉
民
要
術
』
の
醸
造
記
事
は
、
こ
の
記
述
の
た
め
に

の
み
考
案
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
難
解
な
漢
字
が
多
く
用
い
ら
れ
、
文
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脈
を
正
確
に
読
む
の
に
ま
こ
と
に
骨
が
お
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述

に
つ
い
て
は
、
醸
酵
化
学
の
成
果
を
照
合
し
て
読
解
す
る
の
が
有
効

で
あ
る
。
か
つ
て
は
坂
口
謹

一
郎
氏
や
山
崎
百
治
氏
ら
の
研
究

（こ

と
に
山
崎
氏
の

『東
亜
醸
酵
化
学
論
敬
』
は
名
著
で
あ
り
、
本
書
は
復
刻

出
版
す
る
価
値
が
あ
る
）
を
も

っ
ぱ
ら
頼
り
に
し
て
き
た
が
、
近
年

で
は
国
立
民
族
学
博
物
館
の
吉
田
集
而
氏
が
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
酒
の

ス
タ
ー
タ
ー
研
究
を
も
と
に
、
『斉
民
要
術
』
の
麹
類
の
分
析
を
行

な
っ
て
い
る

（『東
方
ア
ジ
ア
酒
の
起
源
』、
ド
メ
ス
出
版
、　
一
九
九
三

年
）。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
と
新
訳
と
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、

『斉
民
要
術
』
に
説
か
れ
て
い
る
醸
造
記
事
か
ら
、
華
北
地
方
は
、

華
南
や
日
本
の
稲
作
を
基
盤
と
し
た
撒
麹

（バ
ラ
コ
ウ
ジ
）
文
化
圏

と
は
は
な
は
だ
対
照
的
な
、
小
麦
栽
培
を
基
盤
と
し
た
餅
麹
文
化
圏

で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
外
の
醸
酵
化
学
に
関
す
る
記
事
で
は
、
第
七
四
章
の

「炸

（ナ
ン
ズ
シ
）
の
作
り
か
た
」
（石
毛
氏
が
訳
を
担
当
）
が
興
味
深

か
っ
た
。
魚
や
鳥
獣
の
肉
を
塩
と
米
飯
と

一
緒
に
混
ぜ
て
漬
け
込

み
、
乳
酸
醸
酵
の
力
を
借
り
て
保
存
食
品
を
こ
し
ら
え
る
こ
と
は
、

中
国
古
代
に
お
い
て
、
ご
く
ふ
つ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ

と
は
、
篠
田
統

（『中
国
食
物
史
』、
柴
田
書
店
、　
一
九
七
四
年
）
や
林

巳
奈
夫

（「漢
代
の
飲
食
」、
『東
方
学
報

父
示
都
と

第
四
八
冊
、　
一
九

七
五
年
）
の
両
氏
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
中
国
の
歴
史
を
古
く
さ
か
の
ぼ
る
と
、
人
び
と
の
日
常
生
活
に

お
け
る
醸
酵
食
品
の
占
め
る
割
合
は
大
き
く
、
油
脂
類
を
大
量
に
使

用
す
る
今
日
の
中
華
料
理
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
程
遠
か
っ
た
。
む
し
ろ

雲
南
や
貴
州
の
山
間
に
生
活
し
て
い
る
、
タ
イ
族

・
ハ
ニ
族

・
ト
ン

族
な
ど
の
少
数
民
族
の
現
在
の
食
生
活
中
に
、
古
代
の
中
国
食
文
化

を
発
業
と
さ
せ
る
要
素
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
石
毛
氏
は

Ｋ

・
ラ
ド
ル
氏
と
共
同
で
、
ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
る
魚
醤
と
ナ
レ
ズ

シ
の
調
査
を
し
て
お
り

（『魚
醤
と
ナ
ン
ズ
シ
の
研
究
―
―
モ
ン
ス
ー

ン
・
ア
ジ
ア
の
食
事
文
化
―
―
』、
岩
波
書
店
、　
一
九
九
〇
年
。
ま
た
八
本

の
詳
細
な
調
査
報
告
が

『国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
）、
こ
れ
ら
の
醸
酵
食
品
の
起
源
を
水
田
稲
作
地
帯
に
も
と

め
て
い
る
。
水
田
お
よ
び
水
田
に
続
く
水
路
は
、
副
食
と
な
る
淡
水

産
の
魚
介
類
を
供
給
す
る
源
で
あ
り
、
水
田
漁
業
と
い
う
生
活
様
式

の
中
か
ら
派
生
し
て
き
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
魚
の
貯
蔵
法
で
あ
っ

た
。
な
お
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
と
、
漢
代
の
墓
葬
の
副
葬
品
目

録
で
あ
る

「遣
策
」
中
に
、
魚
醤
や
肉
醤
資
料
が
有
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

『斉
民
要
術
』
の
著
者
賣
思
恕
は
、
調
理
に
も
な
み
な
み
な
ら
ぬ

関
心
を
は
ら

っ
て
い
た
。
自
序
に
お
い
て

「農
耕
の
こ
と
か
ら
始
め
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て
酪
臨
の
こ
と
に
至
る
ま
で
、
お
よ
そ
生
業
の
こ
と
で
書
き
漏
ら
し

た
も
の
は
な
い
」
と
自
負
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
七
六
～
八

一
章
に

は
、
各
種
の
先
行
食
物
文
献

（『食
経
』
や

『食
次
』
な
ど
）
を
引
用

し
な
が
ら
、
各
種
の
食
材
の
き
ざ
み
方
、
味
付
け
、
調
理
方
法

（羮

・
蒸
上
熙
・
災
な
ど
）
ｏ
火
加
減

。
盛
り
つ
け
に
至
る
ま
で
を
詳
細
に

記
録
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
翻
訳
を
担
当
し
た
太
田
氏
は
、　
一
七

七
頁
に

コ
要
術
』
に
記
録
さ
れ
た
調
理
用
語
」

一
覧
表
を
掲
げ

て
、　
一
五
種
類
の
調
理
用
語
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
中
の

「消
」

と

「緑
」
の
用
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
熊
代
氏
に
よ
っ
て

「
こ
な
し
い
た

め
」
「
き
り
す
に
く
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
現
在
の
中
国

語
辞
典
を
い
く
ら
検
索
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
調
理
関
係
の
意
味
を

引
き
当
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
来
、
辞
書
編
纂
者
た
ち
は

『斉

民
要
術
』
か
ら
の
語
彙
検
索
を
怠

っ
て
き
た
。
今
後
は
語
彙
の
宝
庫

で
も
あ
る
本
書
か
ら
の
用
語
例
を
も
っ
と
積
極
的
に
摘
出
す
る
努
力

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

中
国
人
の
食
生
活
の
変
遷
で
、
粒
食
と
粉
食
の
関
係
も
多
く
の
人

び
と
の
関
心
の
的
と
な
ろ
う
。
目
下
私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
中

国
古
代
の
磨
り
自
の
変
遷
で
あ
る
。
分
画
タ
イ
プ
の
磨
り
臼
が
普
及

し
て
く
る
の
は
後
漢
末
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
前
漢
時
代
の
磨
り
臼

は
、
上
下
臼
と
も
放
射
上
に
盤
で
彫
り
目
を
加
え
た
だ
け
の
も
の

で
、
分
画
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
麦
類
を
細
か
な
粉
に
優
く

こ
と
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
後
漢
末
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。　
一
般

的
に
は
、
中
国
古
代
の
粉
食
の
普
及
は
、
華
北
に
多
く
の
異
民
族
が

入
り
込
ん
で
き
た
五
胡
十
六
国
時
代
以
後
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『斉
民
要
術
』
は
六
世
紀
初
頭
の
成
立
と
は
い
え
、
そ
れ
よ
り
以
前

に
著
さ
れ
た
漢
魏
時
代
の
文
献
を
多
く
収
録
し
て
い
る
の
で
、
中
国

古
代
の
あ
る
時
代
幅
に
お
け
る
食
生
活
の
変
遷
を
検
証
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
第
八
二
章
の

「
「
も
ち
」
の
作
り
方
」
の
訳
を
担
当
し
た

西
澤
氏
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「要
術
』
に
は
、
穀
類
加
工
に
関
し
て
パ
ン
成
立
以
前
の
諸
形
態

が
ほ
ぼ
出
揃

っ
て
い
る
が
、
記
述
の
中
心
は
堅
粥
、
飯
、
堅
焼

き
、
麺
、
餅
な
ど
で
、
い
わ
ば
粒
食
か
ら
粉
食

へ
の
移
行
期
で

あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
■

九
七
頁
）

こ
の
指
摘
は
、
中
国
の
磨
り
臼
の
変
遷
と
も
よ
く
符
合
し
、
今
後

出
土
文
物
と

『斉
民
要
術
』
の
記
事
と
の
照
合
を
精
密
に
行
な
う
必

要
が
あ
ろ
う
。

巻

一
〇
の

「文
献
に
登
場
す
る
食
材
」
の
翻
訳
は
、
佐
藤
氏
が
担

当
し
た
。
こ
の
巻

一
〇
の
原
文
タ
イ
ト
ル
は

「
五
穀
、
果
面
、
菜
茄

非
中
国
物
産
者
」
と
あ
り
、
中
国
に
産
し
な
い
五
穀

・
果
物

・
疏
菜

を
も

っ
ぱ
ら
記
録
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
中
国
と
は
北
魏
の
領
域
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を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
淮
河
以
北
の
華
北
地
方
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
ま
た
頁
思
肥
は
自
序
に
お
い
て

「
五
穀
や
果
物
で
中

国
に
産
し
な
い
も
の
は
、
た
だ
そ
の
名
目
の
み
を
掲
載
し
た
。
そ
の

耕
種
の
方
法
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
つ
ま
り
頁
思
想
は
見
た
こ
と
も
な
い
植
物
を
伝
聞
や
書
物
を
通

じ
て
叙
述
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
巻
の
現
代
語
訳
の
最
大
の
難
問

は
、
賣
思
肥
が
記
録
し
た
植
物
が
、　
一
体
全
体
今
日
わ
れ
わ
れ
が
知

る
と
こ
ろ
の
何
と
い
う
植
物
に
同
定
で
き
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま

こ
と
に
厄
介
な
問
題
で
、
熊
代
氏
が
翻
訳
を
あ
え
て
断
念
し
た
の

は
、
ひ
と
つ
の
見
識
で
あ
ろ
う
。

頁
思
肥
が
生
き
た
時
代
は
、
あ
る
意
味
で
は

「博
物
学
の
時
代
」

で
あ
っ
た
。
異
民
族
の
華
北
侵
入
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
南
北
朝
の

対
峙
は
、
中
国
内
で
未
曾
有
の
人
口
流
動
現
象
を
引
き
起
こ
し
、
華

北
か
ら
江
南
に
移
住
し
た
人
び
と
は
、
当
地
お
よ
び
嶺
南

（あ
る
い

は
東
南
ア
ジ
ア
）
の
物
産
に
つ
い
て
飛
躍
的
な
情
報
量
を
得
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
情
報
は
各
種
の

『異
物
志
』
や

『外

国
伝
』
と
し
て
記
録
さ
れ
、
流
布
し
て
い
っ
た
。
『神
農
本
草
経
』

を
著
し
た
陶
弘
景
の
よ
う
な
本
草
家
の
活
躍
も
、
こ
の
よ
う
な
時
代

背
景
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。
佐
藤
氏
は
そ
の
あ
た
り
の
情
況

を
よ
く
把
握
し
た
上
で
、
巻

一
〇
の
翻
訳
を
行
な

っ
て
お
り
、
そ
の

植
物
同
定
は
、
戦
前
戦
後
に
わ
た
っ
て
日
本
の
中
国
本
草
研
究
者
の

総
力
を
結
集
し
て
編
纂
さ
れ
た

『新
註
校
訂
国
訳
本
草
綱
目
』
（全

一
五
冊
、
春
陽
堂
、　
一
九
七
三
～
七
八
年
）
に
大
幅
に
依
拠
し
て
い

る
。
古
文
献
中
の
植
物
同
定
作
業
は

一
種
の
名
物
学
で
あ
り
、
各
種

の
文
献
を
操
作
考
証
し
た
結
果
、　
一
定
の
整
合
性
の
下
に
結
論
を
導

き
出
す
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
結
論
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
正
し
い
か
ど

う
か
は
保
証
の
限
り
で
は
な
い
。
牧
野
富
太
郎
博
士
は
、
そ
の
植
物

随
筆
集
の
中
で

「栗
吏
は
グ
ミ
で
は
な
い
」
と
い
う
有
名
な

一
文
を

著
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
は
古
文
献
中
の
植
物
の
同
定
の
方
法
が

素
人
に
も
よ
く
解

っ
て
、
は
な
は
だ
有
益
で
あ
る
。

佐
藤
氏
の
植
物
同
定
の
可
否
は
、
別
の
専
門
家
に
ゆ
ず
る
こ
と
に

す
る
が
、
佐
藤
氏
が
参
照
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
こ
の
方
面
の

最
近
の
研
究
が
い
く
つ
か
あ
る
。
第

一
は
、
膠
啓
愉

・
邸
澤
奇
輯
釈

『漢
魏
六
朝
嶺
南
植
物

〈誌
録
〉
輯
釈
』
（農
業
出
版
社
、
北
京
、　
一

九
九
〇
年
）
で
、
こ
れ
は
各
種
の

『異
物
志
』
『外
国
伝
』
等

の
逸

文
か
ら
植
物
関
係
記
事
を
収
集
し
、
個
々
の
植
物
の
同
定
と
解
説
を

行
な
っ
て
い
る
。
第
二
は
、
『南
方
草
木
状
』
η
斉
民
要
術
』
に
引
か

れ
て
い
る

「南
方
草
物
状
』
と
も
関
係
が
あ
る
が
、
両
者
の
書
名
と
内
容

に
つ
い
て
は
書
誌
学
上
の
問
題
が
多
く
存
す
る
）
に
関
す
る
研
究
。
本

書
の
全
注
釈
が
二
種
類
あ
り
、
ひ
と
つ
は
李
恵
林
氏
に
よ
る
英
訳
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（香
港
中
文
大
学
出
版
局
、　
一
九
七
九
年
）、
も
う
ひ
と
つ
は
中
国
科

学
院
昆
明
植
物
研
究
所
編

『南
方
草
木
状
考
補
』
（雲
南
民
族
出
版

社
、
昆
明
、

一
九
九

一
年
）
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
専
門
の
植
物
学
者

が
実
際
の
植
物
を
熟
知
し
た
上
で
考
証
し
て
い
る
の
で
、
き
わ
め
て

信
頼
が
お
け
る
。
ま
た

『南
方
草
木
状
』
を
め
ぐ
っ
て
、　
一
九
八
三

年
に
華
南
農
学
院

（現
在
は
華
南
農
業
大
学
と
改
称
）
で
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
報
告
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る

（華
南
農

業
大
学
農
業
歴
史
遺
産
研
究
室
編

『《南
方
草
木
状
》
国
際
学
術
討
論
会

論
文
集
』
農
業
出
版
社
、
北
京
、　
一
九
九
〇
年
）。
さ
ら
に
石
声
漢
氏

に
よ
る

『輯
徐
哀
南
方
草
物
状
』
（農
業
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）

や
、
張
宗
子
氏
に
よ
る
椛
含

翁
南
方
草
木
状
』
の
著
者
と
い
わ
れ

る
）
の
著
作
の
逸
文
集

『椛
含
文
輯
注
』
（中
国
農
業
科
技
出
版
社
、

北
京
、　
一
九
九
二
年
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
関
係
書
籍
は
、

『斉
民
要
術
』
の
巻

一
〇
を
解
読
す
る
上
で
必
須
の
文
献
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
佐
藤
氏
の
訳
文
は
よ
く
こ
な
れ
て
解
り
や
す
く
、
し

か
も
脚
注
に
示
さ
れ
た
植
物
な
ど
の
考
証
は
懇
切
丁
寧
を
き
わ
め
て

い
る
。
し
か
し
、
訳
文
に
疑
念
を
覚
え
る
と
こ
ろ
が
若
干
あ
る
。
以

下
、
い
く
つ
か
の
単
純
な
誤
植
、
誤
訳
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
訂
正
し

て
み
た
。

◎
二
六
〇
頁

「禾
」
の
条

¨
「茎
は
敷
物
を
織
る
材
料
と
な
り
、
炊

事
の
燃
料
と
も
な
る
」
↓

「随
意
に
手
折

っ
て
薪
に
す
る
。
手
折

る
の
を
止
め
る
と
ま
た
芽
が
生
え
て
く
る
」
、
火
禾
↓
大
禾
、
ゾ

ク
ド
↓
ソ
グ
ド
、
元
山
の
禾
↓
玄
山
の
禾

（康
熙
帝
の
本
名
玄
樺

の
避
諄
に
よ
る
。
清
版
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
と
き
は
要
注
意
）

◎
二
六
四
頁

「棗
」
の
条

¨
『博
元
賦
』
↓
博
玄
の

『棗
賦
』

◎
二
六
八
頁

「梨
」
の
条

¨
「葉
の
長
さ
は
六
～
七
尺
で
あ
る
」
↓

「葉
の
長
さ
は

一
丈
、
幅
は
六
～
七
尺
で
あ
る
」

◎
二
六
九
頁

「橘
」
の
条

¨
（イ
ス
イ
）↓
（ワ
イ
ス
イ
）、
ヨ
（像
』
↓

『呉
録
』
、
福
建
省
断
県
↓
福
建
省
建
既
県
、
シ
ョ
ウ
リ
ン
フ
↓

ジ
ョ
ウ
リ
ン
フ

◎
二
七
三
頁

「甘
薫
」
の
条

¨
都
薦
↓
甘
薦
、
都
薦
、
「甘
味
の
濃

淡
が
な
く
て
」
の
前
に

「根
の
方
と
先
の
方
と
で
は
」
を
補
う
。

「砕
く
と
瓦
の
よ
う
に
な
る
」
↓
膠
本
に
従

っ
て

「砕
く
と
ス
ゴ

ロ
ク
の
駒
の
よ
う
な
直
方
体
に
な
る
」
と
す
べ
き
。

◎
二
七
五
頁

「夷
」
の
条

¨
江
や
浙
↓
江
や
浙

◎
二
七
九
頁

「椰
」
の
条

¨
『神
異
記
』
↓

『神
異
経
』

◎
二
八
三
頁

「杓
権
」
の
条

¨
Ｆ
…
・容
量
は
漢
代
に
は
約

一
升
、

現
在
は
約
二
合
と
い
う
」
↓

「…
…
容
量
は
漢
代
に
は
五
升
を
容

れ
た
。
漢
代
の
一
升
は
現
在
の
約
一
一合
と
い
う
」
、
苧
↓
苧
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◎
二
八
八
頁

「ズ
ク
」
の
条

¨
豆
冠
↓
豆
寇

◎
二
八
九
頁

「芭
蕉
」
の
条

¨
帯
↓
帯

◎
二
九
四
頁

「菜
茄
」
の
条

¨
謝
雲
運
↓
謝
霊
運

◎
二
九
六
頁
以
下
の

「竹
」
の
条

¨
一
石
↓

一
斜
、
端
草
↓
瑞
草
、

洛
陽
↓
荒
中
、
「
そ
の
果
実
は
美
味
で
」
↓

「
そ
の
タ
ケ
ノ
コ
は

美
味
で
」
、
「竹
を
裂
き
」
↓

「割
ら
れ
て
打
ち
捨
て
ら
れ
た
竹

は
」
、
「節
の
間
で
切

っ
て
小
さ
く
し
、
中
に
つ
め
も
の
を
し
て
堅

く
し
」
↓

「竹
の
節
の
間
隔
が
つ
ま
っ
て
い
て
強
靭
な
の
で
、
柱
や
」

◎
三
〇
〇
頁

「筍
」
の
条

¨
「産
す
る
筍
」
↓

「産
す
る
箇
」

◎
三
〇

一
頁

「菖
蒲
」
の
条

¨
『春
釈
伝
』
↓

『春
秋
伝
』
、
『穀
架

伝
』
↓

『穀
梁
伝
』

◎
三
〇
三
頁

「胡
菱
」
の
条

¨
「胡
恵
子
が
羊
の
毛
を
身
に
つ
け
て

い
た
の
で
」
↓

「胡
恵
子

（オ
ナ
モ
こヽ

が
そ
の
羊
の
毛
に
付
着

し
て
い
た
の
で
」

◎
三
〇
五
頁

「義
高
」
の
条

¨
「細
い
筋
が
あ
る
」
↓

「小
さ
な
株

で
あ
る
」

◎
三
〇
五
頁

埋
き

の
条

¨
貫
↓
資
、
「根
は
指

の
よ
う
で
」
↓

「根
は
指
ほ
ど
の
太
さ
で
」

◎
三
〇
九
頁

「落
」
の
条

¨
「
こ
れ
で
薦

３

し
ろ
）
を
作
る
に

は
、
蒲
を
温
め
る
」
↓

「
こ
れ
で
薦

（む
し
ろ
）
を
作
る
と
、
蒲

で
作

っ
た
も
の
よ
り
温
か
い
」
「乾
い
た
器
の
中
に
抑
え
つ
け
て

お
く
。
蜜
を
塗

っ
て
、
少
し
ず
つ
用
い
る
」
↓

「乾
い
た
容
器
の

中
に
詰
め
込
み
、
そ
の
口
を
泥
で
密
封
し
て
後
日
の
使
用
に
備
え

２
一
」

◎
三

一
一
頁

「藤
」
の
条

¨
「草
を
染
め
る
の
に
使
う
」
↓

「草
を

用
い
て
染
め
る
」

◎
三

一
五
頁

「地
楡
」
の
条

¨
「ど
う
し
て

一
斤
に
地
楡
を
得
て
、

明
月
の
珠
を
用
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
↓

「
一
斤
の
地
楡
を
入

手
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
月
の
珠
は
必
要
な
い
」
「太
陽
に
当

た
る
と
、
活
力
が
盛
ん
に
な
る
。
礫
玉
や
爛
石
は
」
↓

「
は
な
は

だ
陽
気
が
盛
ん
で
あ
る
の
で
、
玉
石
を
分
解
消
化
す
る
」
「飲
料

に
す
る
。
茶
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
」
↓

「飲
料
に
す
る
と
、
茶

の
ご
と
き
風
味
が
あ
る
」

◎
三
二
八
頁

「木
菫
」
の
条

¨
「東
方
朔
が
公
孫
弘
の
た
め
に
車
馬

を
借
り
て
言

っ
た
」
↓

「東
方
朔
は
手
紙
を
し
た
た
め
公
孫
弘
に

車
馬
の
借
用
を
申
し
出
て
言

っ
た
」

◎
三
二
九
頁

「棟
桓
」
の
条

¨
「乾
燥
し
た
も
の
は
お
い
し
い
」
↓

「樹
に
生

っ
た
ま
ま
で
乾
燥
し
た
も
の
は
お
い
し
い
」

つ
ぎ
に
新
訳
全
般
に
関
連
し
て
、
い
く
つ
か
の
気
に
な
っ
た
点
に
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つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

そ
の
第

一
は
、
新
訳
は
確
か
に
西
山

。
熊
代
両
氏
の
旧
訳
に
比
べ

て
、
は
る
か
に
読
み
や
す
く
な
っ
た
し
、
ま
た
近
年
の
学
術
水
準
を

よ
く
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、
読
み
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
本
文
と
賣
注

（著
者
賣
思
線
の
注
）
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く

訳
出
し
て
し
ま
っ
た
た
め

（旧
訳
で
は
本
文
と
注
と
を
厳
密
に
区
分
し

て
あ
る
）、　
一
部
本
文
や
賣
注
の
省
略

（あ
る
い
は
単
な
る
脱
文
か
）

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
訳
文
の
大
半
が
原
文
に

忠
実
な
逐
語
訳
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
省
略

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。

第
二
は
、
膠
啓
愉
氏
の
精
密
な
校
釈
成
果
が
充
分
に
生
か
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
。
膠
氏
の
文
字
校
訂
に
は
傾
聴
す
べ
き
見
解
が
多
く
、

も

っ
と
積
極
的
に
そ
の
学
殖
を
利
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
。　
一
九
八
七

年
に
膠
氏
に
面
曙
す
る
機
会
が
あ
り
、
談
た
ま
た
ま
氏
の
学
問
遍
歴

に
お
よ
ん
だ
と
き
、
膠
氏
は

「黄
侃

（字
は
季
剛
、
清
末
民
国
期
の
著

名
な
音
韻
学
者
、　
一
八
八
六
～

一
九
二
五
年
）
に
学
ん
だ
こ
と
が
あ

る
」
と
語

っ
て
お
ら
れ
た
。

第
二
は
、
単
純
な
校
正
ミ
ス
に
よ
る
誤
植
が
多
く
あ
る
こ
と
。
こ

れ
ら
の
誤
植
を
回
避
す
る
た
め
、
校
正
段
階
で

『斉
民
要
術
』
の
原

文
と
の
対
校
を
入
念

に
す
べ
き
で
あ

っ
た
。
ま
た
誤
植
で
は
な
い

が
、
原
文
の
文
字
を
あ
え
て
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は

「春

酒
」
を

「春
酒
」
の
誤
植
と
見
な
し
た
こ
と
で
あ
る
。
麹
を
細
か
く

春

６

）
い
て
醸
す
酒

で
あ
る
か
ら
、
「春
酒
」
を
す

べ
て

「春

酒
」
と
改
め
た
の
は
問
題
が
あ
る
。
頁
思
肌
の
引
用
す
る
前
代
の

「四
民
月
令
』
中
の
春
酒
は
、
そ
の
ま
ま
に
訳
出
し
て
お
く
べ
き
で

あ
る
。
そ
も
そ
も

「春
酒
」
の
語
彙
は
古
今
の
文
献
中
に
検
出
し
難

く
、
や
は
り

「春
酒
」
が
正
し
い
。

第
四
は
、
本
文
上
段
に
掲
載
さ
れ
た
図
版
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
図
版
は
旧
訳
に
は
な
い
、
き
わ
め
て
参
考
に
な
る
資
料
で

あ
る
。
こ
と
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
記
録
し
た
写
真
資
料
は
貴
重

で
あ
る
。
し
か
し
、
す
こ
し
欲
を
言
わ
せ
て
も
ら
う
な
ら
ば
、
転
載

し
た
本
草
書
か
ら
の
図
版
は
、
「本
草
綱
目
』
に
限
定
す
る
の
で
は

な
く
、
宋
代
の

『証
類
本
草
』
な
ど
の
図
版
か
ら
も
採
用
し
て
も
ら

い
た
か
っ
た
。
『斉
民
要
術
』
の
本
文
図
版
は
四
部
備
用
本
か
ら
採

用
し
て
い
る
。
こ
の
版
本
は
図
版
と
し
て
見
や
す
い
利
点
が
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
北
宋
の
崇
文
院
本

企局
山
寺
本
）
や
金
沢
文

庫
本
を
掲
載
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
訳
文
に

対
応
し
て
み
る
と
、
版
本
図
版

一
部
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ

は
欠
葉
な
く
す
べ
て
掲
載
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

こ
の

『斉
民
要
術
』
の
後
半
部
分
は
、
あ
る
意
味
で
は
東
ア
ジ
ア
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の
伝
統
的
な
醸
酵
文
化
を
集
大
成
し
た
記
録
と
い
え
る
。
か
つ
て
熊

代
氏
は

「腐
り
文
化
圏
」
の
記
録
と
称
し
て
お
ら
れ
た
が
、
ま
さ
に

至
言
で
あ
る
。
将
来
、
醸
酵
化
学
分
野
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

参
入
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
際
に
、
こ
の

『斉
民
要
術
』
は
ふ
た
た
び

再
評
価
さ
れ
る
に
相
違
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
こ
の
新
訳
は
時

宜
を
得
た
出
版
で
あ
る
。

な
お
こ
の
新
訳
完
成
を
記
念
し
て
、　
一
九
九
七
年

一
〇
月
九
日
に

（財
）
味
の
素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
で
、
食
の
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

コ
斉
民
要
術
』
の
世
界
と
現
代
食
文
化
―
―
古
代
中
国
に
見
る

「食
」
の
源
流
―
―
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

い
て
、
中
国
古
代
食
文
化
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
報
告
以
外
に
、
栄

養
大
学
の
関
係
者
か
ら
の

『斉
民
要
術
』
に
も
と
づ
く
調
理
の
再
現

報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
報
告
は
い
ず
れ
も
興
味
深
く
、
ぜ
ひ

関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
公
刊
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の

『斉
民
要
術
』
に
関
し
て
備
忘
記
事
を
二
、
三
つ

け
加
え
て
筆
を
欄
く
こ
と
に
す
る
。

『斉
民
要
術
』
の
邦
文
訳
は
正
確
に
い
う
と
二
つ
あ
る
。
前
述
の

新
旧
両
訳
の
ほ
か
に
、
第
二
番
目
の
訳
と
し
て
、
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
の
中
国
科
学
技
術
史
班
が
戦
後
ま
も
な
い
こ
ろ
に
共
同
訳

し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
共
同
訳
に
は
、
中
国
か
ら
帰
還
し
た
ば
か

り
の
天
野
元
之
助
氏
が
加
わ
っ
て
お
り
、
毎
回
の
輪
読
会
で
配
付
さ

れ
た
油
印
翻
訳
草
稿
が
人
文
研
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス

の
高
等
研
究
院
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ

・
サ
バ
ン
教
授
が
、
や
は
り

『斉
民
要
術
』
の
後
半
部
分
の
仏
文
訳
を
進
め
て
い
る
。
彼
女
の
本

来
の
研
究
分
野
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
食
文
化
で
、
近
年
は
中
国
の

食
文
化
に
専
門
領
域
を
拡
大
し
、
側
間
に
よ
る
と
台
湾
の
料
理
店
で

中
華
料
理
の
実
践
的
体
験
を
す
る
な
ど
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
活

動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に

『斉
民
要
術
』
の
食
文
化
に
つ
い

て
堅
実
な
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
若
手
研
究
者
と
し
て
、
と
く
に

山
口
大
学
の
小
林
清
市
氏
の
名
前
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
彼
は
京
都

大
学
農
学
部
卒
業
後
、
中
国
思
想
史
に
専
門
を
転
じ
、
中
国
博
物
学

に
新
境
地
を
拓
き
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
昨

年
、
病
で
急
逝
さ
れ
た
。
も
し
小
林
氏
が
健
在
で
あ
れ
ば
、
『斉
民

要
術
』
に
つ
い
て
の
多
く
の
成
果
を
わ
れ
わ
れ
に
齋
し
て
く
れ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

田
中
静
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